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       平成３０年度 経営発達支援事業 主要事業報告 

    

 

（１）事業計画策定支援 

①北茨城市創業・第二創業スクール<北茨城市・日本政策金融公庫> 

  産業競争力強化法に伴う各種創業支援事業 

 

  事業承継問題を含めた解決策として、現状からの脱却を念頭に新規開拓を志す事業者の育成と地 

域産業の持続的な発展の一助とすべく本事業を実施する。 

  なお、スクール修了者でビジネスプランが優秀な方が、北茨城市内で創業または第二創業をした場 

合北茨城市の※補助金制度が活用できる。 

 

 ※「北茨城市起業支援事業費補助金」（平成３０年度総予算６００万円 最大２００万×３名） 

  北茨城市商工会が実施する「創業・第二創業スクール」修了者でビジネスプランが優秀な方に創業 

にかかる経費の 1/２を限度に最大で２００万円を補助する制度。 

 

 講   師：松本幸雄氏（㈱マネジメントセンター代表・中小企業診断士・ＩＳＯ主任） 

        日本政策金融公庫日立支店 支店長・職員 

 申込者数：９名 

 プログラム：第１回  市起業支援補助金制度概要・ガイダンス・作成準備 

        第２回  マーケティングの基礎・営業販売戦略 

        第３回  会計の基礎知識 

        第４回  税務・税法・資金調達と公的支援制度の活用 

        第５回  ビジネスプラン作成ワークショップ・プレゼンテーション技法 

        第６回  プレゼンテーション審査 

              参加者数 ２名 

                 ＊大貫 庸真 氏 「北茨城を元気に 日本に笑顔を」 

                 ＊夏元 洪一 氏 「環境に優しいリサイクル事業の展開」 

              審査員 ㈱マネジメントセンター 代表取締役 松本幸雄 氏 

                    北茨城市商工観光課、日本政策金融公庫日立支店 

                    当会職員（経営指導員 中小企業診断士） 

        ＊１０月１１日の再審査により、大貫庸真氏のビジネスプランが最優秀ととして選ばれた。 

        

         変更：大貫庸真氏本人が諸般の事情により１月末に創業及び市補助金交付申請を辞 

退したため本年度の市起業支援補助金対象者は無しとなった。 
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 ②事業計画策定等個別相談  

    開催日：平成３０年８月３１日（金） 

    テーマ：経営革新セミナー『経営革新計画を作成して「経営力」を高める』 

         ①経営を取り巻く環境変化   ②ビジネスプランの重要性 

         ③ＳＷＯＴ表を使った経営分析と基本戦略の策定法 

         ④グループワーク  ⑤既存の課題抽出と今後の日程調整 

    講 師：中小企業診断士 初鹿野浩明 氏 

    参加者：６名 

    申請者：２名 

         ・友の湯(旅館業) 「茨城県の県魚であるヒラメを使ったコース料理、名物料理の提供」 

         ・（有）神永製作所（製造業） 「本業の組立ノウハウを活用した派遣業から委託業への業態転換」 

 

    （２）事業計画策定後の実施支援 

       定例個別相談会の開催 

毎月第３水曜日を個別相談日とし、専門家、日本政策金融公庫日立支店、当会経営指導員に 

より１日あたり１～５件程度個別相談事業を行った。 

  開催日： 第１回  平成３０年 ７月１８日（水） ６件 

        第２回  平成３０年 ８月２２日（水） ５件 

        第３回  平成３０年 ９月１９日（水） ２件 

        第４回  平成３０年１０月１７日（水） ３件 

        第５回  平成３０年１１月２１日（水） ３件 

        第６回  平成３０年１２月１９日（水） ２件 

        第７回  平成３１年 １月１６日（水） １件 

        第８回  平成３１年 ２月２０日（水） ２件     計２４件    

   

 （３）新たな需要の開拓に寄与する事業 

     ①小規模事業者広域販路開拓事業〈茨城県鉾田市商工会連携〉 

       参 加 先：世界的ホテルチェーンＭＧＭホテルリゾーツ 

       対象商品：北茨城市内の小規模事業者により製造された加工食品 

               （菓子・水産加工品・農産品など） 

       商品個数：４社７商品 

       発送開始：平成３０年１０月より１月 

       業務委託：茨城県鉾田市商工会 

       海外業務：海外からの受注・決済業務は、連携先企業の独自受注システムを活用し国内１２ 

              か所の空港から混載便で継続的な商談会への出品を実施した。 

       事業内容：●ＭＧＭホテルリゾーツとの商談会 

                日時 平成３０年９月１４日（金） １１：００～ 

                会場 東京新橋 第一ホテル 

                内容 茨城を中心とした商材の商談会 

                    当会より、あんこうの宿まるみつ旅館の「あんきもスモーク」を出品 
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              ●ＭＧＭホテルリゾーツへの商品見本提供 

               ・チーズ入りやきいもまんじゅう／レッドガーリックモンスターの一滴 

（㈱メイズムランド） 

               ・あんこうひとすじ（㈱まえけん） 

               ・雨情の里牛 すき焼き丼（ぎゅうぎゅうきっちん） 

               ・あん肝スモーク／あん肝ラーメン／あんこう鍋セット（鮟鱇の宿まるみつ旅館） 

 

                ●雨情の里港まつりでの新特産品のＰＲ販売によるレスポンスの収集 

             開 催 日：平成３０年１１月４日（日） 

             出展企業：㈱創榮、㈱メイズムランド、㈱まえけん、ぎゅうぎゅうきっちん 

  

    ②新商品販路開拓支援事業〈北茨城市連携〉 

       

 ●各種コンテスト出品 

   ・平成３０年度むらおこし特産品コンテスト出品  

    「あんきもスモーク・ペッパー」（㈱あんこうの宿 まるみつ旅館） 

    結果：入賞は逃す。味は良いが他食品とのコラボでボリューム感を演出したほうがよい。 

        もっと味付けを濃厚にした方がよいとの評価。 

   ・調味料選手権２０１８出品 「レッドガーリックモンスターの滴」（韓国風焼肉のたれ）  

   ・第５９回全国推奨観光土産品審査会出品 

    「あんきもラーメン」（㈱あんこうの宿まるみつ旅館） 

  

●新商品開発販路開拓支援補助金申請 

北茨城市が平成２８年度より継続実施している※新商品開発販路開拓支援補助金をイン 

センティブとして、コンサルティング会社に委託した専門家によるプレゼンテーション審査により補 

助金交付事業所を選定し２社に対して交付し、販路開拓のためのパッケージ開発等の事業を進 

めた。 

 ※新商品開発等支援事業費補助金 

  北茨城市内の優れた資源を活用した商品・役務の開発及び販路開拓等に要する費用の一部を 

助成することにより、売れる食品づくりや地域発ブランド構築を実現し、事業拡大を推進することで 

新たな雇用の創出を図るべく本事業を実施した。 

  ２事業者に対しては北茨城市より８００，０００円（補助率２／３）×２社＝計１，６００，０００円の補 

助金交付を受けた。。 

   審 査 会：平成３０年１１月１７日（土） １０：００～１７：００  ４者 

          ・こいち商店：しらす干し（タッチパネル仕様真空パック機器の購入による品質向上） 

          ・アリス工房：黒翡翠卵のマヨネーズ（ＯＥＭによる量産体制の整備） 

          ・（創業予定者）：北茨城産米粉パン（製造用機器の購入） 

          ・マルサーラ：牛筋の煮込み他３品（シーラーの購入・パッケージの改良） 

   審査委員 ：関東学園大学 経済学部教授 ６次産業化プランナー 中村正明 氏 

           ㈱コミュニティデザイン フードプロデューサー        兼子恵子 氏 
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   事業コーディネート：㈱ＪＴＢ水戸支店  

   担当者  ：北茨城市商工観光課 前田高行  

          北茨城市商工会    藤島  匠 

  翌日（11 月１８日）４者の現場確認の後、補助金交付対象がこいち商店とマルサーラに決定した。 

   

 ●マルシェ出展事業 

   茨城県観光物産協会主催「いばらきの早春観光キャンペーン」 

   日  時：１月１８日（金）～１月１９日（土） 

   場  所：東京シティアイ 

   会  場：ＫＩＴＴＥ地下１階 東京シティアイ パフォーマンスゾーン 

   内  容：市内加工品のＰＲ販売、あんこうの吊るし切り実演 

   参  加：北茨城市観光協会、㈱ＪＴＢ、北茨城市商工会 

 

 ●ＳＮＳを活用した情報発信収集事業  

    オンラインでの情報発信は、ＦＡＣＥＢＯＯＫを活用した。 

発信の区分はＡ：イベント告知 Ｂ：オンラインショップ誘導に分けて実施した。 

    Ａ：イベント告知はマルシェ出展事業である東京シティアイでのイベント集客を目的に実 

   施した。 

    Ｂ：オンラインショップ誘導は、当会がすでに運営しているオンラインショップ「きたいばマルトク 

ショップ」への誘導及び販売促進を目的にそれぞれ実施した。 

   <全体実績> 

   告   知：誘導期間：平成３０年１２月１９日～平成３１年１月１９日 

   クリック数：２，６５６  表示数：７３１，５７２  クリック率：０．３６％  フリークエンシー：２．９１ 

   リーチ：２５１，５８４  リアクション：１２３ 

 

（５）経営指導員等の支援能力向上等 

   ●中小企業大学校東京校での研修（Ｏｆｆ－ＪＴ）  

    ・記帳専任職員 小 野 隼 輔「経営革新計画の策定とフォローアップ支援（１）」 

    ・補助員      塚 田 三貴子「経営診断基礎（商業コース）１」 

    ・経営指導員   加 藤     稔「小規模企業支援能力向上研修（２）」 

    ・経営指導員   佐 藤 康 弘「小規模企業支援能力向上研修（１）」 

    ・経営指導員   藤 島   匠「観光産業の活用による地域活性化支援の進め方」 

 

   ●職員指導研修（ＯＪＴ） 

     ものづくり補助金や持続化補助金の支援体制として、必ず経営指導員と他職員ペアとなっ 

て対処することを通じて指導ノウハウを継承するとともに情報の共有へとつなげた。  

     ・ＯＪＴによる小規模持続化補助金申請  

     ・ＯＪＴによる経営革新申請書作成・申請 

     ・ＯＪＴによる労働保険事務組合関係業務   
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 （６）地域経済の活性化に資する取組 

   若年労働者雇用安定化事業 

    小規模・中小事業者の深刻な人手不足を解消しつつ地域若年者の雇用を安定化させ地域 

からの流出を防ぐべく以下の事業を実施した。今後なお本事業をさらに地域への貢献度を高 

めるものとするために１１月１４日に北茨城市・高萩市・高萩市商工会・ハローワーク高萩・北茨 

城市商工会の５者が雇用対策協定締結を行った。これにより労働市場における需給のミスマッ 

チの解消へとつなげていく。 

     

  ●新卒高卒予定者対象「北茨城市・高萩市就職面接会」 

   開 催 日：平成３０年１０月２４日（水） 

   場   所：北茨城市民ふれあいセンター 

   事 業 所 数：４２事業所 

   求 人 数：１３２名 

    参加高等学校：８校（高萩、磯原郷英、高萩清松、第一学院、日立商業、明秀学院、 

日立工業、多賀） 

   参加生徒数：３１名 

   面  接  数：８６回 

        就 職 者 数：２１名   

        内 定 率：６７．７％ 

 

       ●磯原郷英高等学校 職場見学バスツアー 

        開催日：平成３０年１１月３０日（金） 

        場  所：３コース１４事業所 

             Ａ班 大平学園いそはら幼稚園、㈱武蔵野化学研究所、磯原ウレタン工業㈱、ＮＯＫ㈱ 

                 ㈱アイメタルテクノロジー、ニッソーファイン㈱、㈱ジーエス茨城製作所 

             Ｂ班 大建工業㈱、㈱ＨＡＸコーポレーション、扶桑薬品工業㈱、東京フェライト製造㈱ 

             Ｃ班 ㈱としまや月浜の湯、㈱サンユーストアー、愛正会特別養護老人ホーム松籟荘 

         参加者：磯原郷英高等学校２年生生徒 ９７名（男性５２名 女性４５名） 

              引率１９名  計１１６名 

 

   ●「北茨城市・高萩市就職面接会」（正社員・パート不問） 

    開 催 日：平成３１年１月２４日（木） 

    場   所：高萩市総合福祉センター 

    事 業 所 数：３５事業所 

    求 人 数：１５２名 

     参加対象者：一般及び高校生未就職者 

    参加生徒数：５７名（一般５１名 学生６名） 

    面  接  数：８０回 

         就 職 者 数：２３名 

         内 定 率：４０．４％ 
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        ●高校２年生対象「北茨城市・高萩市企業説明会」 

    開 催 日：平成３１年２月２０日（水）～２１日（木） 

    場   所：高萩市総合福祉センター 

    事 業 所 数：５４事業所（２０日 ２７社、２１日２７社） 

    参加生徒数：２０日（水） ２７６名 

                  ２１日（木） ２４９名   合計延べ５２５名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


